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令和４年度第４回鎌ケ谷市環境審議会 会議録 

 

第１ 開催日時    

令和５年３月１６日（木）午後１時３０分から午後３時１０分まで 

第２ 開催場所    

鎌ケ谷市役所本庁舎６階第４委員会室 

第３ 出席委員 

木下委員、杉本委員、小髙委員、野田委員、大伴委員  

第４ 欠席委員    

岩井委員、時田委員、九谷委員 

第５ 事務局     

畠山環境課長、滝口環境計画係長、清水主任主事 

第６ オブザーバー 

株式会社知識経営研究所（田中氏、天野氏） 

第７ 傍聴者 

なし 

第８ 会議の公開 非公開について 

公開 

第９ 議題 

 議題１ 鎌ケ谷市第３次環境基本計画の策定について 

 議題２ 「鎌ケ谷市公共施設エコアクションプラン～鎌ケ谷市地球温暖化対策実 

     行計画（事務事業）～」の進捗状況について 

 議題３ 再生可能エネルギー・省エネルギー設備設置補助金の交付状況について 

第１０ 会議録署名人の指名 

 会議録署名人に、杉本委員及び野田委員を指名した。 

第１１ 議事内容 

 １ 会議録署名人の選出等 

（事務局） 

 それでは開催に先立ちまして、資料の確認をさせていただきます。 

 お手元のファイルの中の資料をご確認ください。 

 【資料１－１】鎌ケ谷市第３次環境基本計画本編 

 【資料１－２】鎌ケ谷市第３次環境基本計画概要版 

 【資料１－３】鎌ケ谷市第３次環境基本計画こども版 

 【資料１－４】鎌ケ谷市第３次環境基本計画 変更点 

 【資料１－５】鎌ケ谷市第３次環境基本計画（案）に対するパブリックコメント 

        の実施結果について 
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 【資料１－６】鎌ケ谷市第３次環境基本計画（案）に対するオープンハウス（パ 

        ネル展示）の実施結果について 

 【資料２】鎌ケ谷市公共施設エコアクションプランの推進に係る令和３年度市庁 

      舎等からの温室効果ガス排出量について 

 【資料３】再生可能エネルギー・省エネルギー設備設置補助金の交付状況 

 以上でございます。 

 過不足等、ございませんでしょうか。 

 それでは、定刻になりましたので、令和４年度第４回鎌ケ谷市環境審議会を始めさせ

ていただきます。 

 本日、委員８名のうち５名の方にご出席いただいております。過半数に達しておりま

すので、鎌ケ谷市環境審議会規則第３条第２項により、本会が成立することをご報告い

たします。 

 なお、九谷委員、岩井委員、時田委員は所用によりご欠席との連絡を事前に頂いてお

ります。 

 また、本計画の委託事業者であります株式会社知識経営研究所のご担当者もオブザー

バーとして同席させて頂いております。 

 なお、会議録を作成する都合上、当審議会での発言は、録音させていただきますこと

を、あらかじめご了承願います。 

 さて、ここからの議事の進行につきましては、鎌ケ谷市環境審議会規則に基づき、木

下会長にお願いいたします。 

（木下会長） 

 よろしくお願いいたします。 

 議題に入る前に今回の会議の会議録署名人を決めます。杉本委員及び野田委員を提案

したいと思いますが、いかがでしょうか。 

 ≪異議なし≫ 

 異議がないようですので、杉本委員と野田委員にお願いします。 

  

 ２ 議題１ 鎌ケ谷市第３次環境基本計画の策定について 

 （木下会長） 

 早速ですが、議事を進めさせていただきます。 

 まずは、議題１について事務局からご説明をお願いします。 

（事務局） 

 それでは、「鎌ケ谷市第３次環境基本計画の策定」について説明させていただきます。 

 まず初めに、審議会委員の皆様のご尽力のおかげで、先日無事計画策定の市長決裁が

完了いたしました。ご協力ありがとうございました。 

 計画については、資料１－１が本編、資料１－２が概要版、資料１－３がこども版と
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なっております。こども版については対象学年として小学校４～６年生を想定しており

ます。 

 なお、パブリックコメント前からの修正箇所は資料１－４のとおりです。パブリック

コメントに伴う変更はございませんでしたが、全体的に文法や言い回し、誤字脱字など

軽微な修正を行いました。また、市民目線での「見やすさ」を重視し、各ページに随所

に市独自の写真を盛り込みました。 

 次に、策定までの経緯を簡単に説明させていただきます。 

 昨年１１月の第３回環境審議会においての計画案の審議の後、審議内容を基に修正を

加え、市長決裁を経て、パブリックコメント及びオープンハウス、いわゆるパネル展示

を実施しました。その後、市長決裁を経て、計画の策定に至りました。 

 それでは、パブリックコメントの実施結果を報告します。資料１－５をご覧ください。

こちらの内容でパブリックコメントを行い、その結果は別添のとおり、１名から５件の

ご意見を頂戴しました。なお、ご意見に伴う計画の修正は行いませんでした。 

 次に、オープンハウスの実施結果を報告します。資料１－６をご覧ください。委員の

皆様にもご協力いただきました計画キャッチフレーズについて最終投票を行い、別添の

結果となりました。最も投票数の多かった「未来へつなぐ ふるさとかまがや 今できる

ことをみんなで」を計画のキャッチフレーズとすることとし、計画の表紙に載せており

ます。 

 また、「環境についてのアンケート」の結果については別添のとおりとなりました。

こちらは、今後計画に取り組む際に参考といたします。 

 事務局からの説明は以上となります。 

（木下会長） 

 ありがとうございました。ただいまの説明を通して、ご意見・ご質問のある方は挙手

をしてご発言をお願いします。 

（木下会長） 

 パブコメが１名しかなかったのは、関心がなかったのか、良い意味で問題がなかった

ということでしょうか。パブリックコメントの周知はどのように行ったのですか。 

（事務局） 

 広報、ホームページ及び各公共施設で閲覧できるように配布しました。 

（木下会長） 

 オープンハウスでは、それなりの人数が来ていて、アンケートに「環境基本計画はス

ケールが大きすぎる」等とありますが、それが市民感情ということなのかもしれないで

すね。 

（事務局） 

 計画の策定だけでは絵に描いた餅になりますので、計画策定後は地球温暖化対策への

具体的な取組などを市民に対して啓発する必要があります。また、来年度に「ゼロカー
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ボンシティ宣言」をする予定もありますので、それも含めて今後市民への普及啓発して

いくことを考えています。 

（野田委員） 

 今後、具体的にどのようなことを行うのでしょうか。 

（事務局） 

 計画本編３４ページの位置付け図にあります、「地球温暖化対策実行計画（事務事業）」

の改定を予定しており、その中で、市の職員を対象とした地球温暖化対策への取組を行

っていきます。市民や事業者に対しては、環境フェア、環境講座などを通して啓発をし

ていくことを考えています。 

（杉本副会長） 

 去年、今年と環境フェアを中止しているようですが。 

（事務局） 

 環境フェアは感染症対策のため、ここ２年はオンラインで開催しました。 

（杉本副会長） 

 国だと６月が環境月間ですが、鎌ケ谷市はいつ実施しているのでしょうか。 

（事務局） 

 環境フェアは、１０月の「鎌ケ谷市民まつり」のタイミングと合わせて実施していま

す。６月の環境月間については、市役所１階で環境パネル展を実施しています。計画本

編の４６ページと８７ページに、それぞれ環境フェアと環境パネル展の様子について写

真を掲載しています。 

（杉本副会長） 

 計画自体は既にホームページ上で公開していますか。 

（事務局） 

 この審議会後、令和５年４月１日にホームページへ掲載することを予定しています。 

（木下会長） 

 これからマネジメントでいかに取組を実行に移していくか、そして、毎年指標項目に

ついて進行管理していくことが重要です。環境フェアなどで途中経過を掲示していくこ

とも大事で、「この取組はここまでできた。」ということを示すなど、市民や企業と一緒

にＰＤＣＡを回しながら改善していき、団体の方などにはリーダーシップをとってもら

いながら、皆で取り組んでいくことが必要です。こども版も作っているので、小学校で

も取り上げてもらい、子どもたちから家庭での行動を促すことも必要です。 

（杉本副会長） 

 こども版に掲載されている環境フェアなどのイベントの箇所は、場所と時期を記載し

ておいた方がよいです。また、こども版の問い合わせ電話番号は、環境課直通にした方

が、市民が問合せしやすいと思います。 
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（木下会長） 

 環境イベントの暦など、市民が参加できる気運が高まる工夫をするとよいです。市民

や市民団体が活動報告し合う場が環境フェアであるとよいです。 

（野田委員） 

 市民に何をどこまで期待しているのですか。２０３０年までの目標がありますが、数

年で達成できるのでしょうか。 

（杉本副会長） 

 身近なものだと、ごみやエネルギーの取組は、個人の生活にも密接に関係があるので、

市民一人ひとりが取り組むことができます。 

（野田委員） 

 エネルギーを個人で創ることも、将来市民にやってもらわなければいけないです。 

（木下会長） 

 エネルギーを創るのは難しいですが、家庭での省エネは市民にもできることと思いま

す。 

（野田委員） 

 省エネでは家の外断熱が一番良い方法だと思いますが、建て直しは難しいので実際に

はほとんど進んでいないです。自分たちでエネルギーを創れば、外断熱をしなくてもよ

くなります。 

（杉本副会長） 

 家庭や事業者の温暖化に関する追加的な取組も見込んで目標値を設定していたはず

なので、行政のサポートも考慮しつつ、快適さも込みで断熱をしてもらえるよう誘導す

ることが必要だと思います。 

（木下会長） 

 リフォームもいろいろなやり方があり、日本では業者任せになっています。ＤＩＹで

スタイロフォームを貼ったり、断熱材充填で壁や床、天井の改修を安く行ったりする工

夫もあります。しかし、もっとも断熱が弱いのは窓のシングルガラス面、民家でも内側

に障子があるだけでも違いますし、窓を二重サッシにする際、サッシを丸ごと変えるの

は手間賃がかかりますが、既存のサッシの窓ガラスだけを真空ガラスにすると断熱効果

は格段にあがります。市民に向けてこのような情報を共有することが必要なのではない

でしょうか。 

（野田委員） 

 東京都のように、建築確認申請の際に断熱仕様である必要があるなど、補助する代わ

りに必ず断熱化を実施するような仕組みにしなければ、取組が浸透していかないと思わ

れます。 

（木下会長） 

 ドイツなどは、住宅性能評価がないと家を貸すこともできない、といった制度があり
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ます。 

（杉本副会長） 

 地域の工務店さんにお願いして、市の広報に「断熱しませんか。」といった広告を出

してもらうなど、「環境配慮に関係することであれば宣伝費を安くする。」という仕組み

があれば、工務店にもメリットがありますし、工事を依頼する側も情報を目にすること

になるので実施の促進を図ることが可能になります。１０月の環境月間に先立ってその

ような広告を打ち出し、事業者の広告を通じて断熱改修や省エネについて周知するのは

どうでしょうか。そうすれば広報の仕方の選択肢も広がります。 

（野田委員） 

 業者さんによって断熱の仕方が違って、いろいろなやり方があるからそれぞれの効果

などが広まるといいです。鎌ケ谷市は現在建築ラッシュで多くの住宅を建てられている

ので、今が規制を出すタイミングではあります。 

（小髙委員） 

 今は屋根材でも断熱性能が優れているものがあります。パンフレットで効果なども出

していたりします。「こんな材料を使えばこれくらい効果がある。」ということを市民に

広く周知するとよいのではないでしょうか。 

（事務局） 

 市では、再生可能エネルギー設備についての補助金制度を設けています。その中で、

窓の断熱改修は件数が増えてきており、市民の関心も高くなっています。 

（野田委員） 

 エネルギーを減らすために何に取り組まなければならないかをきちんと示さなけれ

ばいけませんし、規制をしっかりした方がよいです。 

（木下会長） 

 規制は難しいと考えられますが、住環境のエネルギーについて学校で学んだりできる

とよいです。自然環境教育に加え、ビルトエンバイロンメント（Ｂｕｉｌｔ Ｅｎｖｉ

ｒｏｎｍｅｎｔ）教育によって、知って、学んで、行動に移すことが必要です。環境フ

ェアを通して、そのような内容について意識付けが行われることを期待したいです。 

 ところで、広報では環境基本計画の特集は組むのですか。 

（事務局） 

「環境基本計画を策定しました。」という記事を出す予定です。 

（木下会長） 

 広報で、環境基本計画について市民目線でわかりやすい特集があるといいです。身近

な問題として考えてもらえるように、紙面１ページは子どもが作る、などの工夫をして

もいいのではないでしょうか。計画を作っておしまいにならないようにしていくことが

大切です。 

（野田委員） 
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 環境フェアにおいて、住宅の断熱の展示があってもよいです。 

（事務局） 

 行政としては、住宅の外断熱などについて「こうした方法がある。」ということを市

民に啓発をしていくことでよいのでしょうか。 

（野田委員） 

 そのように啓発することは必要です。あとは、鎌ケ谷市には災害時に使える蓄電池へ

の補助金がないため、必要だと考えます。 

（事務局） 

 太陽光発電システムに付随する蓄電池に対しての補助は行っています。 

（木下会長） 

 エネルギー関係に意見が集中しましたが、計画の内容は問題無いとして、その進捗管

理が重要でして、どのように市民や市民団体の行動を促してパートナーシップを進めて

いくか、環境フェアなどを活用していくか、ということを考えなければなりません。 

 

３ 議題２ 「鎌ケ谷市公共施設エコアクションプラン～鎌ケ谷市地球温暖化対策   

      実行計画（事務事業）～」の進捗状況について 

（事務局） 

 資料２をご覧ください。 

 市の温室効果ガス排出量の６３パーセントが教育委員会からでありまして、その中で

も給食センターの排出量が多く、小中学校も全部で１４校あるため、教育委員会が温室

効果ガス排出量に占める割合が多くなっています。 

 今後の温室効果ガス排出量の削減については、令和５年度からＰＰＡによる公共施設

へ太陽光パネルの設置を行う予定であり、公共施設のうち３割はそこで発電した電気で

賄える予定となっています。しかし、そのようなハード面だけで温室効果ガスの排出量

を減らすには限界があるため、再エネ由来電力との契約などを進め、「二酸化炭素排出

実質ゼロ」を目指します。 

 また、令和５年度には、「鎌ケ谷市地球温暖化対策実行計画（事務事業）の見直しも

考えています。 

（杉本副会長） 

 鎌ケ谷市では、市で管理している樹林帯などの吸収源で二酸化炭素をオフセットする

想定はしていないのでしょうか。 

（事務局） 

 吸収源の算出はしておりません。当市には多少の樹林地はありますが、まとまった大

きな樹林帯はありません。 

（杉本副会長） 

 市が管理している樹林地があるのであれば、市の二酸化炭素排出量の吸収源としても
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いいのではないでしょうか 

（木下会長） 

 学校が大きな温室効果ガス排出源になっているのは、学校の建築物の断熱ができてい

ないことも要因であると考えられます。学校建築における断熱の基準がないことは問題

です。 

（事務局） 

 市内の小中学校では、空調が導入され、以前よりエネルギー消費量が増えています。 

（木下会長） 

 学校でのエネルギー収支を先生や子どもたちに周知して、電気やエアコンの温度設定

に気を付けてもらう、などの取組を実施してもらうことはできるのではないでしょうか。 

（杉本副会長） 

 実際に省エネ行動でどこまで減らせるのでしょうか。 

（事務局） 

 市庁舎等については、昼休みの消灯など、できることは既に実施している状況です。 

（杉本副会長） 

 どこの自治体でも再エネ証書はお金で買うことになるので、予算の問題があります。 

（事務局） 

 お金を出して削減することに市民の理解が得られるかが、自治体として問題となって

います。 

（杉本副会長） 

 自治体は再エネビジネスができず、日本だと第三セクターのような形式しかとること

ができません。ＰＰＡで再エネ由来電力を調達することが現実的だと思われます。 

（事務局） 

 県内ですと千葉市がＰＰＡの取組が進んでおりまして、鎌ケ谷市、市川市、千葉県が

続いています。国の補助金（２分の１）をもらって、災害拠点に再エネ設備と蓄電池を

設置してＰＰＡを進めています。 

（木下会長） 

 災害拠点に再エネ設備や蓄電池を導入することは重要です。 

（事務局） 

 市が、国の補助金を使ってＰＰＡを進め、再エネ由来電力調達を率先して取り組むこ

とで、個人版ＰＰＡの普及啓発も市として取り組みたいと考えています。 

 

４ 議題３ 再生可能エネルギー・省エネルギー設備設置補助金の交付状況について 

（事務局） 

 資料３をご覧ください。 

 太陽光発電システムについては、平成２６年をピークに近年は減少・横ばい傾向とな
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っておりますが、脱炭素社会の実現に向けた社会的要請の高まりや、設備の老朽化によ

る買い替え需要、市場価格の下落、等々を考慮いたしますと、今後も一定の件数は保た

れるであろうと思われます。 

 エネファームについては減少傾向にあり、令和４年度は２件のみでしたが、今後はマ

ンション等の集合住宅での普及拡大に期待をしております。 

 窓の断熱改修については、実際の補助件数はさほど多くはありませんが、問い合わせ

が増えている状況です。国からも２分の１から３分の２の補助金が出ることもあり、今

後は更に申請件数が増加していくものと思われます。 

 今年度から補助対象となりました電気自動車及びＶ２Ｈについては、納車が遅れてい

るため、今年度に関しては件数が少なくなっている可能性があります。 

 なお、予算に対しての執行率は９９．９パーセントとなっています。来年度も予算が

確保できておりますので、今後も補助を続けていきます。 

（杉本副会長） 

 予算全体の中で、項目ごとに割り振っているのでしょうか。 

（事務局） 

 項目ごとに予定件数を決めていますが、申請がない項目は他へ回すなど流動的に対応

しています。 

（杉本副会長） 

 申請や問合せはどういう方がしていますか。チラシを見ているのでしょか。 

（事務局） 

 ７月から申請の受付を開始するため、そのタイミングで広報、ホームページ、デジタ

ルサイネージで周知を行っています。個人での申請もありますが、事業者が代理申請す

る場合も多いです。 

（小髙委員） 

 電気自動車は、化石燃料由来の電力を用いる場合は温室効果ガス排出量がゼロではな

いです。そのあたり市はどのように考えているのでしょうか。 

（事務局） 

 各小学校に配置している公用車を電気自動車に置き換え、ＰＰＡで設置した太陽光パ

ネルで発電した電気を充電し運転すれば、走行時の二酸化炭素排出量はゼロとなります。

電気自動車はＶ２Ｈとして活用することを基本として、ゼロになると考えています。 

（杉本副会長） 

 太陽光発電に興味のある方は既に設置を終えており、そのため徐々に申請件数が減っ

てきていると考えられます。一度設置した太陽光発電設備を付け替えるときにも補助金

が出るのでしょうか。 

（事務局） 

 ひとつの建物につき一回のみで、設備更新時は補助金の対象とはなりません。 
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４ 総括 

（木下会長） 

 以上で、議題が終了となりますが、今回で環境基本計画策定については最後となりま

す。ありがとうございました。 

（事務局） 

 木下会長、ありがとうございました。 

 以上を持ちまして、令和４年度第４回鎌ケ谷市環境審議会を終了いたします。繰り返

しになりますが、鎌ケ谷市第３次環境基本計画の策定にあたっては皆さまの多大なるご

協力を賜り、策定に至ることができました。重ね重ね感謝申し上げます。 

 なお、来年度の環境審議会についてですが、全２回の開催を予定しております。大き

な動きといたしましては、１１月頃を目安にゼロカーボンシティ宣言を行う予定です。

現在、宣言と宣言後の広報活動に向けて準備を進めておりますので、こちらの進捗状況

につきましては、次回の環境審議会の際に報告させていただきます。 

 皆様、本日はお忙しい中お集まりいただきありがとうございました。 
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以上、会議の経過を記載し、相違ないこと証するため、次に署名する。 

 

令和５年４月２１日 

 

 

署名人 杉本 卓也        

 

 

署名人 野田 正治        

        


